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近畿病院図書室協議会会誌

｢病院図書室」

総索引

第14-19巻

1994-1999年

索引は次の要領で作成した。

１．記載は索引語、著者、論題、発行年、巻（号)、ページの順である。

２．索引語の配列はABC順、記載配列は各索引語の下に古いものから配列した。

３．論文は原則として一つの索引語の下に集録したが、一部の記事に関しては複数の索引

語の下に集録した。（瀬戸嘉枝）
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文献検索

編集部（配付資料他）：医中誌CD-ROM

l994；14(1):28-30．

小田中徹也：文献検索ＣＤ－ＲＯＭのデータベー

ス・ソフトによる利用記録

1994；１４(1):31-38．

伊藤勝：オンライン検索とＣＤ－ＲＯＭ検索

の違い特にJMEDICINEと医中誌を例に

1995;15(3):98-103．

足立郁子：オンラインによる国内文献検索お

よび所蔵館調査

1997;17(3):82-84．

三沢一成：医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版の構

成一漏れの少ない検索を行なうために

1998;１８(1):7-12．

前田元也：文献検索用ＣＤ－ＲＯＭの利用動向

と図書館の環境整備

1998;１８(1):13-18．

市古みどり：MEDLINE・エンドユーザーサー

チへの変化

1998;１８(2):34-37．

中村雅子：「雑索」（ざっさく）を知ってい

ますか？一日本語文献のVerifyのために-

1999;１９(4):176-180.

文献入手

編集部：どこから文献を入手するか

1994；１４(1):3-6．

事務局、編集部：「FAXによる文献申込」に

関するアンケート調査について

1994；１４(1):7-17．

松下茂：ドキュメントサプライヤーから見

た医学文献流通の動向

1994；14(1):18-24．

山室風知子：L-palシステムの利用を試みて

1995;15(3):lO4-lO6・

大橋真紀子、首藤佳子：看護文献の所蔵調査

1995；１５(4)：135-143．

山崎捷子：製薬会社の文献サービス自粛後の

当院の対応一文献依頼統計、ＣＤ－ＲＯＭ利用統
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計一

1996;１６(3):90-94.

文献紹介

1998;18(1):30-31.

1998;１８(2):59.

1998;１８(3):141.

1998;18(4):178.

1999;19(1):29-30.

1999;１９(2):77-78.

1999;19(3):'56-157.

1999;19(4):192.

病院機能評価

中野夕香里：病院機能評価の概要と図書室機能

の評価

1999;19(3):llO-ll7・

長谷川友紀：病院機能評価における病院図書室

1999;19(3):118-122．

柳務、宮岡千代子：病院機能評価と図書室

1999;19(3):123-125．

会誌編集部：アンケートを実施して（病院機能

評価における図書室評価の実際について）

1999;19(3):126-130.

病院図書室

木下久美子：“日赤ライブラリアンの会”が発

足1

1994;14(3):113．

野口貞夫：医療をめぐる変化

1994；14(4):128-131．

首藤佳子：病院図書室をとりまく環境の変化

1994；14(4):132-139．

木下久美子：統計からみる病院図書室一現状と

今後の課題-

1994;１４(4):140-145．

前田元也：これからの病院図書室ネットワー

クの在り方

1994;14(4):163-167．

新島京：アメリカにおける病院図書室



MountSinaiHospitalの図書館を利用して

1995;１５(１．２):12-13．

木下久美子：病院図書室と図書館員の専門性

1995;１５(１．２)：14-15．

青木孝雄：日本医学図書館協会と病院図書室

1995;１５(１．２)：15-16．

寺田美和子：病院図書室に期待すること－臨床

ナースの立場から-

1995;１５(4):123-126．

これからの病院図書室に求められるもの－白方

誠禰会長に聞く-

1996;１６(1)：1-7．

首藤佳子：情報ディジタル社会における病院

図書室の戦略

1996；１６(1):20-24．

病院図書室研究会設立20周年記念式典開催さる

1996;16(1):26．

木下久美子：図書室の業務報告書（月報）の作

成

1996;16(3):104-108．

後藤久恵：医療情報センターとしての取り組

み

1999;１９(1):9-11．

前田元也：人事異動に伴う病院図書館の業務

引継一病院図書館業務の特性を考える-

1999；19(2):43-47.

逐次刊行物

上川菜々子、徳田雅子、山室興知子、熊井亜由

美（座長）：効率のよい雑誌管理について

1996;16(1):8-18．

洋雑誌の購読期間と発行頻度（病院図書館員．

豆知識ｌ）

1997;17(2):５１．

棚橋佳子：学術雑誌の引用動向一JCRの統計

指標の見方-

1997;１７(4):ll6-l21・

中村雅子：医学・医療の逐次刊行物の訂正記

事について（前編）

1998;18(4):152-160.
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中村雅子：医学・医療の逐次刊行物の訂正記

事について（後編）

1999；19(2):62-71.

データベース

大西幸雄：MEDLINECD-ROMのあれこれ

1997;17(3):85-87．

遠藤悦子、梶田次朗：ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ‐

ROM［DIALOG］

1998；18(2):38-41．

矢田俊文：ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭ［Silver

Platter］

1998；１８(2):42-45．

増田豊：ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭ［Ovid

Technology］

1998；18(2):46-49．

大西幸雄：MEDLINECD-ROM［Aries］

1998；１８(2):50-53.

ＥＢＭ

山崎茂明：コクラン共同計画とＥＢＭ：Med‐

lineデータベースをめぐる新しい動向

1998；１８(3):99-102．

森本剛、福井次矢：Evidence-basedMedicine

(EBM）診療行為の根拠と情報収集

1999；１９(4)：162-169．

柳元和：日本におけるエビデンスに基づく

医療の推進一コクラン共同計画に注目して-

1999；１９(4)：170-175.

阪神大霞災

小田中徹也：阪神大震災への協議会の対応

1995；15(１．２)：19-24．

林伴子：大震災の経験

１９９５；１５(１．２):25-27．

中嶋和子：阪神大震災を体験した図書室から

の被災報告

1995;１５(１．２):28-30．

寺漂裕子：自然の力と人の力一阪神大震災後

の図書室の復旧一

－２１１－
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1995;１５(１．２):31-33．

山口佐保：被災レポートー大阪厚生年金病院

の場合一

1995;１５(１．２):34-37．

小田中徹也：被災会員へのボランティア活動

1995;１５(3):70-72．

浜田みちよ、井川美幸：図書室の復旧-社会保

険神戸中央病院と神戸労災病院

1995;１５(3):73-76．

田中文子、前田元也、山崎捷子、熊井亜由美、

田中泉美：ボランティア報告一本の山と格闘し

た２日間の記録

1995;１５(3):77-79．

山室箕知子：避難所の子ども達とのひととき

1995;15(3):80-81．

井川美幸：阪神大震災後１年間のあゆみ

1996;１６(3):87-89.

医学知識（診療情報管理士含む）

田中泉美：診療録管理士

1994;14(3):99-102．

尾関美智子：診療情報管理における今日的キー

ワード

1998;１８(3):87-90．

多田博史：小児神経学における今日的キーワ

ード

1998;18(3):lO3-lO6．

医学用語あれこれ（シリーズ記事）

10．浜口恵子

1994;１４(1):４６．

１１．浜口恵子

1994；14(2):64.

12．浜口恵子

1994;１４(3):112.

13．浜口恵子

1995;１５(3):１０７．

１４．浜口恵子

1995;１５(4):１５８．

１５．浜口恵子
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1996;１６(1):25.

16．浜口恵子

1996;16(2):66.

17．浜口恵子

1996;16(3):115.

18．浜口恵子

1997;17(1):31.

19．浜口恵子

1998;18(3):135.

20．浜口恵子（総集編）

1998;１８(4):161-170.

今すぐ役立つホームページ（シリーズ記事）

１．NACSISWebcat（大橋真紀子）

1998;１８(1):26-27.

2．fOlio（大橋真紀子）

1998;１８(2):55-57.

3．厚生省（前田元也）

1998;18(3):137-138.

4．Books日本書籍出版協会（須井麻由美）

1998;１８(4):171-173.

5．foliotalk：図書館員の掲示板（須井麻由

美）

1999;１９(1):22-23.

6．「Vector」－ソフトウエア・ライブラリ＆

シヨップー（須井麻由美）

1999;19(3):152.

7．学会検索データベース（国内編・海外編）

1999;19(4):184-185.

インターネット

辰巳治之：インターネット・コンピューティ

ングの紹介とそのバックグラウンド

1995;15(１．２):17-18．

小田中徹也：インターネットと医学情報

1995;１５(3):82-97．

近畿病院図書室協議会ホームページ開設のご案

内

1996;16(4):147．

須井麻由美：インターネットを利用したサービ



スの展開

1997;17(1):16-20．

藤本敦子：電子メールで図書室が変わる

1997;１７(1):21-26．

小田中徹也：インターネットの活用：近畿病院

図書室協議会および医学関連ホームページ

1997;17(3):88-89．

小田中徹也：FreeMEDLINEへの招待

1997;１７(4):122-134．

奥出麻里：病院図書館員のためのウェブペー

ジ・フォリオインターネット利用による共同

事業モデルとして

1998;18(4):147-151．

瀬戸嘉枝：インターネット初心者によるホー

ムページの開設

1999；１９(1):6-8．

小田中徹也：1999年秋、これから電子メールを

始める人のために

1999；19(3):131-140．

茂幾周治：BMAlibraryTonyMcSeanセミ

ナーを開催して

1999；19(4):181-183.

インタビュー

<Interview〉牧野尚彦会長に聞く

1999;19(1):１－５．

医療情報

小田中徹也：インターネットと医学情報

1995;15(3):82-97・

久保井摂：患者の権利と医療情報

1996;16(2):34-39．

藤崎和彦：医師からみた病院図書室がおこな

う医療情報の提供

1996；１６(2):40-46．

首藤佳子：文献からみる患者への情報提供サ

ービス

1996;１６(2):47-52．

堀江保太郎：公共図書館における医学書の所蔵

状況とレファレンス

病院図書館２０００；２０(4)

1996；１６(2):53-56．

山室填知子：患者さんと医学・医療情報－その

可能性を考える-

1996；１６(2):57-60.

実務シリーズ（シリーズ記事）

松本純子：単行本の整理Ⅲ、目録

1995；15(１．２):56-64.

会長挨拶（近畿病院図書室協識会創立20周年）

白方誠禰

1994；１４(4)：123.

会員だより

吉川信子：新病院の完成に向け新たなスター

ト

1994；１４(3):１１５．

重富久代：総合目録作成に思う一編集協力員

を求む一

’994；14(3):ll5-ll6・

森川治美：雑感

1994；14(3)：１１６．

花北まゆみ：思い出と現実

1994；14(3)：ll6-ll7・

藤本敦子：ＳＯＳ１

ｌ９９５;１５(3)：lO8・

岩瀬真奈美：産休を終えて

1995；15(3)：lO8-lO9・

宮岡千代子：私の趣味

1995;１５(3):109．

小川隆子：花のエキス

1995；15(3)：lO9-llO・

佐藤典子：習うより慣れる

1995；１５(4)：160．

成田元樹：担当者としての１年

1995；１５(4)：160．

亀井真由美：NACSIS-IRを利用して

1995；１５(4)：161．

香川由美子：“石の上にも三年'’

1995；１５(4)：161.

－２１３－
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西村和代：怠け者のREFRESH休暇

1996;16(1):28．

大谷志穂：この２年を振り返って

1996;１６(1):28．

須井麻由美：本好きの一人として

1996;１６(1):29．

寺漂裕子：あれから１年

1996;16(1):29・

山口智美：新しいパワーをもとに…また一歩

1996;１６(2):67．

塩瀬亜紀：“シッショサーン，，と呼ばれて

1996;16(2):67-68．

竹村悦子：１２年を振り返って

1996;16(2):68．

小林佳子：膜想春夏秋冬

1996;１６(2):68．

浦谷圭子：地球交響曲（ガイアシンフォニ

ー）

1996;１６(3):１１６．

松原康子：「おもひでぽろぽろ」

1996;16(3):116．

林伴子：映画と私

1996;16(3):117．

塩瀬亜紀：映画の感動は、私の活力剤1

1996;１６(3):ll7-ll8・

小田中徹也：「軽蔑」Jean-LucGodard（1963）

1996;１６(3):１１８．

松田智恵子：石の上３年たてば次の石

1997;17(1):33．

井上浩美：四季が高速度で

1997;17(1):33．

堀江亜由美：私のパートナー

1997；17(2):50．

浜口恵子：あれこれ6年

1997;17(2):50．

安部泉美：目標は３つ足してlOO点満点

1997;17(3):99．

浜田みちよ：図書室の引越し

1997;17(3):99．

高田たみ代：やりがいのある仕事

－２１４－

1998;１８(1):28．

高須賀京子：四半世紀めの初心

1998;18(1):28．

津田はるえ：発展途上国に思うこと

1998;１８(3):139．

赤江妥貴子：近頃つらつら思うこと

ｌ998;18(3):139．

神田智香子：まだまだヒヨコですが…。

1998;18(4):175．

小山陽子：インターネットに挑戦

1998;１８(4):175．

春日井泉江：変わり行く図書室

1999;19(1):26．

喜多村容子：まだまだ発展途上中ですが…。

1999;19(1):26．

村井弘美：あたたかいものやわらかいもの

ｌ999;１９(1):27.

会員の学会発表・事例報告抄録

平成５年度

1994;14(2):70-71．

事例報告会抄録（1994.3）

1994;１４(2):72-75.

会員紹介

埼玉医療生協羽生病院（田村定雄）・健康保険

東濃病院（西尾典子）・国立名古屋病院（安江

聖子）・名古屋記念病院（伊佐治裕子）・市立舞

鶴市民病院（山下留美子）・関西労災病院（寺

漂裕子）・神戸労災病院（志田力・井川美幸）・

県立尼崎病院（清水美代子）・神戸市立中央市

民病院（吉田禎夫）・姫路聖マリア病院（前川

紀子）・兵庫県立姫路循環器病センター（図書

室スタッフ）・大隅鹿屋病院（廻智子）

1994;１４(2):67-69．

公立学校共済組合近畿中央病院（田中裕子）・

健生病院（信平以久子）・市立岸和田市民病院

(庄司彰義）・松山市民病院（高須賀京子）

1994；１４(3):１１４．

大垣市民病院（高田たみ代）・和歌山生協病院



(里崎祐子）・三菱京都病院（須井麻由美）

1995;15(１．２):65．

市立川西病院（佐々木明）・西神戸医療センタ

ー（長谷知子）・公立八鹿病院（高島泉）

1995；１５(4)：159．

名古屋徳州会総合病院（永井加津美）・日本赤

十字和歌山医療センター（鳥測早希子）・滋賀

医療技術専門学校（村田まゆみ）

1996；16(3)：119．

豊橋市民病院（春日井泉江）・市立堺病院（田

中典子）・東大阪市立総合病院（小林幸子）

1998；１８(4)：177．

広島市立安佐市民病院（川崎須磨子）・高知市

立市民病院（田村責美江）

1999；19(3):１５４．

看護職

河田智恵子：当院における院内教育一看護の質

的向上をめざして-

1995；１５(4)：121-122．

宮内恭子：看護職からみた今日的キーワード

1998;18(3):91-95.

患者図書サービス

山室箕知子、木下久美子：患者図書室における

MRSA感染予防の試み

1994；14(1):25-27．

山室貝知子：「全国患者図書サービス連絡会」

の発足

1994；14(2):65-66．

山室箕知子：病院図書室における患者サービ

スーその専門性を探る-

1994；14(4):159-162．

松井一郎：枚方市立図書館の病院サービス

1997；１７(4)：lO4-lll・

首藤佳子：公共図書館の「病院サービス」一

病院の立場から-

1997；１７(4)：ll2-ll5、

高田たみ代：“あすなる文庫'，の誕生とその後

のあゆみ

病院図書館２０００；２０(4)

1999；１９(1)：12-14．

香川由美子：入院患者図書サービス実現に至る

までの過程

1999；19(2):48-52.

巻頭言

田村忠雄：図書室雑感_古い文献カード-

1994；１４(1)：1-2．

白方誠禰：これからの医療と病院図書室の役

割

1994；14(2):51-52．

大島伸一：図書室の悩み

1994；14(3):93-94．

内野治人：阪神大震災と大阪赤十字病院

1995;15(１．２):1-2．

吉本崇彦：病院からみた阪神大震災

1995；１５(3):68-69．

牧野尚彦：情報過剰時代

1995;15(4):ll5-ll6・

牧野尚彦：新会長あいさつ

1996;１６(2):33．

松下捷彦：正確迅速な情報について

1996;16(3):85-86.

戸津崎茂雄：病院図書室の患者への開放

1997；17(1):1-2．

村田填司：病院図書室の改革と有資格司書を

採用して

1997;17(1):71-72．

瀬川昂生：病院図書室の役割

1998；１８(3):86．

松永喬：会員の皆様へのご挨拶

1998；１８(4)：145-146．

稲垣治郎：医療における情報開示と病院図書

室

1999；１９(2):34-35．

粉川暗仲：情報と図書室一広がる夢、そして

厳しい現実-

1999；19(3)：lO7-lO8・

吉田修：「医学図書館の想い出」

1999；１９(4)：１６１，１９９９
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研修会・研究会報告（参加記も含む）

笠原麿子：第５回名古屋研修会報告

1994;１４(1):47-48．

徳田雅子：第７１回研修会報告

1994;14(3):120．

徳田雅子：研修会報告（第74回研修会・第４

回勉強会・第７5回研修会）

1995;15(3):111．

前田元也：近畿地区医学図書館協議会第１回シ

ンポジウムー参加報告記-

1996;16(1):１９．

春日井泉江：近畿病院図書室協議会第76回研修

会一名古屋研修会に参加して-

1996;16(1):27．

井川美幸：第79回研修会報告

1996;１６(3):120．

林伴子：第80回研修会報告

1996;16(4):148．

山室境知子：第89回研修会事例・研究報告会

1999;１９(2):73-74．

林伴子：第90回研修会報告

1999;１９(4):185．

亀井真由美：「病院図書館員認定資格制度」ヒ

ヤリング会参加報告

1999;19(4):188．

江尻美砂：第６回医学図書館員基礎研修会参

加記

1999;19(4):189.

近畿病院図書室協議会

〈声・図書委員長に聞く＞

吉川宣輝：病院図書室あれこれ

1994；１４(4):168．

川津智是：利用者の一人として

1994;１４(4):168-169．

田中道夫：病院図書室に求められているもの

ｌ994；１４(4):169-170．

近藤富雄：病院図書室利用者の現状と今後の

課題

1994；１４(4):170-171.

－２１６－

田中一雄：ネットワークのたまもの

1994;１４(4):171.

<声・担当者に聞く＞

千住とも子：成長と変化

1994;14(4):172．

佃貴美子：感化されて

1994;１４(4):172-173．

足立郁子：人脈の大切さ

1994;14(4):173．

大久保緑：事例報告会発表をふりかえって

1994;14(4):174．

成田元樹：研修会に参加して

1994;１４(4):174．

小田中徹也：協議会活動-15周年から20周年ま

で

1994;１４(4):175-177．

林伴子：研修会活動のあゆみ-1990年から

現在まで

1994;１４(4):178-179．

田中泉美：編集部の課題・展望

1994;１４(4):180-181．

歴代役員名簿（平成２年度～６年度）

1994;14(4):182-184．

近畿病院図書室協議会年表（1990-1994）

1994;14(4):185-186．

協議会研修会記録

1994;１４(4):187-193．

総会記念講演（第４回-第20回）

1994;14(4):194-195．

会員業績集（1990～1994）

1994;１４(4):196-202．

小田中徹也：「創立20周年記念フォーラム」を

開催して

1995;15(１．２):3-5.

コンピューター

小田中徹也：今後の機械化・電子化の流れ－パ

ーソナル・コンピュータの展望-

1994;14(4):146-153．

大橋真紀子：図書室へのコンピュータ・ネット



ワークの導入

1997；17(1):4-10．

前田元也：パソコン通信を利用したサービス

1997；１７(1)：１１－１５．

小田中徹也：パーソナルコンピュータにおける

今日的キーワード

1998；18(3):96-98．

松本純子：総合病院における情報共有と医学

図書室

1999；19(3):141-144.

共同事業報告（近畿病院図書室協議会・病院図

書室研究会）

第１回共同事業打合せ会報告

1997；17(2):64．

第２回共同事業運営会議報告

1997;17(3):101．

第３回共同事業運営会議報告

1998；18(2):81-83．

第４回共同事業運営会議報告

1998;18(4):179-180．

第５回共同事業運営会議報告

1999；19(2):79-82．

第６回共同事業運営会議報告

1999;19(4):193-195.

MEDICALESSAY（シリーズ記事）

徳永進：雪が降らないなんて

1994；14(1):44-45.

臨床に役立つ雑誌（シリーズ記事）

多田浩一：整形外科領域の医学雑誌について

１９９４；１４(2):58-63．

松村窓太郎：私立病院における循環器領域の雑

誌一開かれた図書室とその周辺風景

1995;15(１．２):52-55．

木戸尚治：画像診断学の立場から

1995；１５(4)：148-153．

越山裕行：内分泌代謝領域の雑誌

1996；16(2):61-65.

病院図書館２０００；２０(4)

杉山敏：透析・腎臓病・腎臓移植

1996；16(4)：142-145．

吉村文秀：小児科に関連する雑誌について

1997；１７(1):27-30．

石原明徳：臨床病理に関連する雑誌について

1997；17(4):141-144．

陸重雄：神経学分野の雑誌について

1998；18(1):19-23．

絹川常郎：泌尿器科診療に役立つ雑誌

1998；18(3):122-125．

山際幹和：漢方医学

1999；19(1):18-21．

小竹俊郎：整形外科領域の関節とスポーツ関

連の雑誌について

1999；１９(3):145-151.

リソース・ライブラリー（シリーズ記事）

国立国会図書館

1994；14(1):39-43．

日本科学技術情報センター（JICST）

1994；１４(3)：lO7-lll・

医学中央雑誌刊行会（JapanMedicalAbstracts

Society;JAMAS）

1995；１５(4)：154-157．

大阪府立中央図書館

1996；１６(3)：ll2-ll4．

利用者サービス

速見浩子：本学図書館の現状一看護学生への

利用指導を中心に-

1995;１５(4):ll7-l20・

首藤佳子：看護職員への利用促進の試み

1995;15(4):127-130．

山崎捷子：CD-ROM検索利用指導

1995；15(4)：131-134．

山崎茂明：レファレンスの基本と考え方一情

報環境の変化のなかで-

1999；１９(1)：１５－１７．

－２１７－



病院図書館２０００；２０(4)

視聴覚資料

松原康子：短大図書館のビデオ資料の利用に

ついて－藍野学院短期大学図書館の場合-

1995;15(4):144-147.

施設見学報告

林伴子、熊井亜由美：ナカバヤシ兵庫工場

1996;16(4):１４９．

祝辞（近畿病院図書室協議会創立20周年）

酒川玲子

1994;14(4):124．

川村貞夫

1994;14(4):125-126．

亀山正邦

1994;14(4):127.

相互貸借

事務局・編集部：「FAXによる文献申込」に

関するアンケート調査について

1994；14(1):7-17．

成田元樹：パソコンを利用した相互貸借一文

献複写依頼を中心に－

1996;１６(3):95-103．

山室員知子：文献相互貸借の謝絶理由の分析

1996;１６(3):109-111．

前田元也：医学関連雑誌：誌名の同定につい

て－各書誌の利用方法を中心に

1997;１７(2):37-45．

会誌編集部：事例からみる不備のある書誌事項

1997;17(2):46-49．

前田元也：パソコンを利用した相互貸借

Macintosh（ファイルメーカーPro）を利用し

て

1997;１７(3):78-81．

須井麻由美：“Lettura”の作成一「近畿病院

図書室協議会医学雑誌総合目録1997年改訂版」

のデータベース化-

1999;19(2):53-61.

相互貸借のための便利ノート（シリーズ記事）

１．「医学雑誌総合目録」完成

1998;18(1):24-25.

2．複写

1998;18(2):５４．

３．誌名変更（前田元也）

1998;１８(3):136.

4．文献相互貸借システム“Lettura”の紹介

（須井麻由美）

1998;１８(4):１７４．

５．申込者と図書館員とのコミュニケーション

（安部泉美）

1999;19(1):24-25.

6．所蔵館調査（春日井泉江）

1999;１９(2):７２．

７．著作権（春日井泉江）

1999;19(4):186-187.

総会報告

第20回総会報告

1994;１４(2):76-90．

第２１回総会報告

1995;１５(１．２):38-51．

第２２回総会報告

1996;16(2):69-81．

第23回総会報告

1997;１７(2):52-63．

第24回総会報告

1998;18(2):60-74．

第25回総会報告

1999;19(2):83-97.

総会（記念講演）

東幸生：特別講演要旨「医療と医療訴訟」

1994;１４(2):53-57．

柏木哲夫：老いを考え死を学ぶ

1995;15(１．２):6-11．

塩見昇：図書館員教育の今日的課題

1998;18(1):1-6．

中井久夫：精神科領域における書籍と出版こ
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ぼれ話

1999;１９(2):36-42.

図書館（病院図書室以外の図書館すべてを含

む）

松井一郎：枚方市立図書館の病院サービス

1997;１７(4):lO4-lll・

首藤佳子：公共図書館の「病院サービス」一

病院の立場から-

1997;１７(4):112-115．

田中文子：学会教育施設の図書室規定一アン

ケートを実施して-

1997;17(4):135-140.

図書館員

浜口恵子：情報専門職としての図書館員

1994；１４(4):154-158．

木下久美子：病院図書室と図書館員の専門性

1995;15(１．２):14-15．

座談会：電子情報時代の病院図書館員の役割と

専門性

1996;16(4):125-134．

山口直比古：医学図書館に求められる専門性

1996;16(4):135-138．

中山雅弘：病院図書室と司書

1996;１６(4):139-141.

図書館員教育

古谷幸亮：データベース検索技術者（サーチ

ヤー）

1994;１４(3):95-98．

松原康子：図書館司書

1994;１４(3):lO3-lO6．

病院図書館２０００；２０(4)

首藤佳子：病院図書館員認定制度に関する検

討課題

1998；18(3):126-134.

図書館用品

Post-it掲示板一はってはがせる掲示用ボードー

(紹介；山室員知子）

1999;１９(3)：１５３．

ワークショップ

｢利用者指導」（第83回研修会）

1997;17(3):90-91．

｢ニューメディアと図書館員」（第83回研修会）

1997;17(3):92-93．

｢図書室業務はじめの第一歩」（第83回研修

会）

1997;17(3):94-95．

｢ディスカッション」（第83回研修会）

1997;１７(3):96-98．

｢専門性を考えるいくつかの視点」（第87回研修

会）

1998;１８(3)：lO7-ll2．

｢グループ討論知識と技術/教育/労働環境」

(第87回研修会）

1998;18(3):ll3-ll8．

｢全体討論」（第87回研修会）

1998;18(3):119-121.

蔵書管理

伊佐治裕子：総合図書管理システム「情報館」

を用いた蔵書管理

1997;１７(3):74-77.
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